
【シラバスⅠ】令和８年度 学習計画・学習評価計画 

                          主に用いる評価の観点 

 単元・学習内容 知識

技能 

思考

判断

表現 

主体

学習 

態度 

補足事項 

４月 

 

 

 

オリエンテーション 

第１編 現代日本の政治・経済 

第１章 現代政治のしくみと日本 

➀日本国憲法の成立と基本原理 

②議会制民主主義と世界の政治体制 

③日本の政治機構 

 

 

 

〇 

○ 

○ 

 

 

 

● 

● 

● 

 

 

 

◎ 

 

 

 

５月 

 

 

 

③日本の政治機構（続き） 

④地方自治 

⑤政党政治と選挙制度 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

● 

● 

 

 

● 

● 

◎ 

 

◎ 

前期中間考査 

６月 

 

 

 

第２編 現代の国際政治・経済 

第１章 現代の国際社会と政治 

①国際社会の成立と国際法 

②国際連合と国際協力 

③国際社会の変遷と動向 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

● 

● 

● 

● 

 

◎ 

 

 

 

教科名 公民科 科目名 政治経済 単位 ２ 

学年 ３ 組 5,7,8,9 担当 吉村 

教科書 高等学校 政治・経済 清水書院 

目的と目標 目的：グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成

者として必要な市民的資質を育成する。 

目標： 広い視野に立って、現代における政治・経済・国際関係について理解するととも

に、それに関する諸課題について考察し、公正な判断力を養い、良識ある公民としての

能力と態度を身につける。 

ｺﾝﾋﾟﾃﾝｼｰ 知識、説明力、情報活用、論理的思考、批判的思考、課題発見、課題解決、自己認識、

他者理解 

授業と学習

について 

・日頃からニュース報道や新書などを通して、社会の諸事象に興味・関心をもつこと。 

・授業で扱うテーマを、自分事として捉え、課題の解決に向けての方法を模索すること。 

・クラスメートの発表や意見交換を通して自身の思考を深めるよう心掛けること。 



７月  ○ ● ◎ 前期期末考査 

８月 夏期講習     

９月 

 

④国際紛争と軍備管理 

 

第２章 現代の国際社会と経済 

①国際経済のしくみ 

②国際収支と為替 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

● 

 

● 

● 

● 

◎ 

 

 

◎ 

 

 

※育成するコンピテンシー 《○知識・技能 ●思考・判断・表現等 ◎主体的に学習に取り組む態度》 

○理解する力 【知識】【情報】      ○活用する力 【言語活用】【情報活用】 

●伝える力  【説明力】【表現力】    ●考える力  【論理的思考】【批判的思考】 

●生み出す力 【企画力】【創造力】    ●見つける力 【課題発見】【課題解決】 

●協力する力 【協調力】【協働力】    

◎自律する力 【自己認識】【計画管理】  ◎やり抜く力 【責任感】【探究心】    

◎導く力   【統率力】【挑戦力】    ◎関係する力 【他者理解】【感性】 

10 月 

 

 

 

 

③国際協調と国際経済機関の役割 

④グローバル化と国際経済 

 

第２章 現代経済のしくみと日本 

①企業の活動と役割 

〇 

○ 

○ 

 

 

〇 

● 

● 

● 

 

 

● 

◎ 

 

 

 

◎ 

後期プレ中間考査 

11 月 

 

 

 

②労働問題と労働環境の変化 

③農業と食料問題 

④社会保障制度の充実 

○ 

○ 

〇 

● 

● 

● 

  

12 月 

 

 

 

④社会保障制度の充実（続き） 

現代日本の諸課題 

少子高齢社会 

公害・消費者問題、資源・エネルギー・環境問題 

〇 

 

〇 

〇 

● 

 

● 

● 

◎ 

◎ 

◎

◎ 

後期中間考査 

１月 

 

共通テスト対策 

時事問題対策 

〇 

○ 

● 

● 

◎ 

◎ 

 

２月 家庭研修     

３月 家庭研修     


